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三木先生を偲ぷ
広 野 千賀子
昭和50年 9月18日の早朝，電話で，重本先生より．三木先生の悲報をお
聞きして驚きのあまり，我が耳を疑ったものでした。ご病気ということも
存じ上げずにいたものですから，なおさらのことでした。
いつもベレー帽をかぶっておられた先生は厳しいお顔の中に，一種の風
格がおありになって，その心の奥深くに，暖かさと優しさを秘めておられ
るといったお人柄でした。
卒業して10年になりますが，当時堺市深井中町1888にお住まいの先生ほ．
年賀状などにご住所を書かれる際，深い仲と読めるユーモラスな町名に一
八八八と縦書きで書かれ．それがワッハッハッという笑い声の様な楽しい
もので，親近惑を味わったものでした。また．教授室でほ，ユーモアにと
んだお話しぶりにみんなを笑わせたりしていらっしゃいました。
白水社の新和仏中辞典の編纂の大事業を行なわれたこと。先輩後輩が集
まっての還暦のお祝い会でほ，赤い羽織と帽子をかぶられて「これが赤ち
ゃんの姿で．これからまた新しい人生の出発だ」と述ぺられ元気に微笑し
ておられたお姿が思い出されます。
卒業後，万博でコンパニオンをつとめていたことから，先生を万博会場
にお招きし，高橋君を初め，吉川（現在，清水）さん，山根さんたちとス
カンジナピア館で食事をともにしながら．お話がほずんだのを覚えていま
す。先生の高邁な人生経験をお伺いしながら，豊かな人間性にふれること
が出来ましたことを非常にうれしく思ったのです。
あれが．先生との最後であったのだなあと，暑い中を話しながら歩いて
おられた小柄な先生のお姿が，まぶたに浮かび，もっともっと長い間生き
ていただきたかった，これから年を重ねる往どに，先生のお心に少しでも近
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寄れたであろうと，今さらのように．哀しく思われてなりません。
先生の葬儀に参列しまして，仏文の方々と久方ぶりの再会に．これも先
生のお引合わせだと，口々に感謝いたしました。これからも折あれば，三
木先生を偲びながら，みなさんと連絡をとっていきたいと思っております。
慈父の如く，尊敬する三木先生のご冥福を深くお祈りいたします。
（昭41年卒， 9日姓鈴木）
